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  第５回 ☆今年度の調査は 11月中旬開始予定！ 
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 本号の主な内容 
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【研究】父親の育児関与は赤ちゃんの事故を予防するか？  
【小児科医コラム】トイレットトレーニング 
【WLB事情】「ハーブウォーター」のススメ 3 心を落ち着かせる "ラベンダーウォーター" 
 
…………………………………………………………………………………………… 
〈事務局から〉 
みなさんこんにちは。 
東京大学 ワーク・ライフ・バランス(WLB)と健康に関する調査」事務局です。 
朝晩冷え込む季節になってきました。 
これからのシーズン、風邪予防が大切ですね。 
さて、メールマガジン第 5号をお送りいたします！ 
 
【今年度の調査のお知らせ】 
現在、2011年度の調査に向けて準備を進めております。 
11月中旬頃に、2011年度の調査票がお手もとに届く予定ですので、 
今年も、是非ご協力をお願い致します。 
 
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 
【研究メンバーによる研究成果のご紹介】 
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 
～研究メンバーが行ったWLBと健康についての研究を，毎月１つずつ取り上げてご紹介します～ 
 
■父親の育児関与は赤ちゃんの事故を予防するか？ 

 日本における 21世紀出生児縦断調査（＊）を用いた研究■ 
 
●近年注目される父親の育児。 
父親が育児に関与することで目や手が増え赤ちゃんの事故は減るでしょうか？ 
それとも不慣れな父親の育児により事故は増えるでしょうか？ 
本研究では、日本において父親の育児関与が赤ちゃんの事故を減らすかどうかを調べました。 
 
●その結果、 父親が子育てに積極的な家庭では消極的な家庭よりも 
「転落」「溺水」「誤飲」「火傷」のいずれかの事故の発生率が９％少ないことがわかりました。 
中でも父親が赤ちゃんと一緒に散歩している家庭では、発生率が顕著に低く、 
事故全体で発生率がが２４％低いことがわかりました。 
 
●この結果から直ちに父親の育児関与が事故を減らすことの因果関係が示されたわけではありませんが、 
少なくとも父親の育児関与が低い家庭では赤ちゃんの事故を起こしやすいということはいえそうです。 
 
【出典】 
Fujiwara T, Okuyama M, Takahashi K. Paternal involvement in childcare 
 and unintentional injury of young children: a population-based cohort study in Japan. 
 International Journal of Epidemiol 2010; 39:588-597 
 
＊21世紀出生児縦断調査についての詳しい情報は、以下のウェブサイトをご覧下さい。 
 http://www.mhlw.go.jp/toukei/list/27-6.html 
 
 
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 
【 皆様のアンケートの自由記載(抜粋)から： 小児科医が答えます その 3 】 
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 
～アンケートの自由記載では、子育てに関するたくさんの疑問・質問を 
お寄せいただきありがとうございました。 
これらの中から、よくある疑問・質問を取り上げ、 
研究メンバーの小児科医がお答えします。～ 
 
●Ｑ1：【育児(トイレットトレーニング)について】 
2歳 10ケ月。体格も良く、激しい反抗期もなく育てやすい方だと思います。 
トイレットトレーニングですが、昼間保育園ではパンツで過ごしているのですが、 
夜間自宅ではおもらしも多く、なかなか上手く進んでいません。 



 
Ａ1：日中パンツで過ごせているということは、 
尿意を教えてくれてトイレで排尿できているということですね。 
すばらしいですね！お子さんのトイレトレーニングは成功しています。 
2歳 10カ月ですと、夜間に尿意で自分で起きてトイレに行くのはまだ難しいです。 
夜間のおしっこが上手にできるようになる年齢には個人差がありますが、 
5歳くらいまでは慌てないで様子をみていて大丈夫です。 
あえて何かするとしたら、寝る前の水分補給を控えてみましょう。 
6歳以降の夜尿（おねしょ）はまた別の機会に説明いたします。 
 
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 
【「ハーブウォーター」のススメ③ 心を落ち着かせる "ラベンダーウォーター"】 
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 
 
８月号に引き続き、今回もハーブウォーターのご紹介です。 

これまでご紹介してきたハーブウォーター、今日は最終回”ラベンダーウォーター”です。 
ラベンダーはシソ科のハーブ、その優しい香りは様々なシーンで使われています。 
行楽地では「○○ラベンダーガーデン」もよく見かけますね。 
今や私たちに最も馴染みの深い西洋ハーブの一つではないでしょうか。 
 
 心を落ち着かせるハーブとして有名なラベンダーですが、 
小さい子どもにも安心して使える点がパパ・ママにとって嬉しい点。 
アレルギーやおむつかぶれでお悩みのお子さん、 
夜泣きのあるお子さんに、 
良質な植物油（ホホバオイルやアーモンドオイル）と混ぜたものを 
マッサージオイルとして塗ってあげてみてください。 
親子のスキンシップにもつながりますよ。 
 
 さて今回は、そのラベンダーで作るハーブウォーターの活用法をご紹介します。 
リラックス効果だけでなく、抗菌作用もあるラベンダー。 
ハーブウォーターとして使いますから、 
アレルギーや皮膚感染を起こしているお子さんのお肌にも安心です。 
 
今回お勧めしたいのは、「お風呂」と「寝具」に使う方法です。 
まずお風呂を沸かすとき。 
浴槽や壁、天井や床にお好きな量を吹き付けてみましょう。 
入浴中に優しい香りが楽しめます。 
除菌作用も嬉しい効果。 
そして寝室へはラベンダーウォーターとご一緒に。 
お子さんの枕やブランケットにシュッと一拭きしてみましょう。 
ラベンダーのリラックス効果と除菌効果が、 
心地よい眠りをもたらしてくれることでしょう。 
 
これまで 3回に分けてご紹介してきましたハーブウォーターの活用法、いかがでしたか？ 
少しでもご参考にしていただけましたでしょうか。 
小さい子どもがいるから、と香水を我慢しているママもいらっしゃることでしょう。 
でもハーブなら大丈夫。 
ぜひお子さんとご一緒に自然の香りを身にまとい、 
生活の一部に取り入れることで、心の潤いを増やしていただけたら嬉しいです。 
 
…………………………………………………………………………………………… 
■次号（第 6号）の予定■ 
1.研究メンバーによる研究成果のご紹介 
2.小児科医のワンポイントアドバイス 
3.その他 
----------------------------------------------------------------------- 
11月下旬ごろの配信予定です、どうぞお楽しみに♪ 
 
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 
★本メールマガジンについて 
本メールマガジンは、アンケート調査前の登録ハガキにご記入くださいました 
住所・メールアドレスに東京大学WLBと健康調査 事務局がお送りしているものです。 
ご質問、メールアドレス・住所変更、配信停止のご希望などございましたら、 
お手数ですが、wlb-project@umin.ac.jpもしくは fax: 03-5841-3392まで 
ご連絡いただければ幸いです。 
(wlb-project-ml@umin.ac.jpは 
返信不可となっておりますのでご了承ください) 
★発行元 
〒113-0033 東京都文京区本郷 7-3-1 
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東京大学大学院医学系研究科精神保健学分野 
研究代表者：准教授 島津明人 
事務局：島田恭子，西本真寛 
Tel：03-5841-3522（精神保健学分野） 
Fax：03-5841-3392（精神保健学分野） 
E-mail：wlb-project@umin.ac.jp 
URL：http://plaza.umin.ac.jp/heart/ 
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